



国 際 収 支 統 計（Balance of Payments: BOP）






較を可能とするために，IMF は BOP，IIP に関
する国際基準である国際収支マニュアル（Balance 
of Payments Manual: BPM）を作成・公表して
いる。経済状況の変化を的確に織り込むために，
BPM は 1948 年に公表された第 1 版（BPM1）以
降，一定の頻度で改訂されてきた。現行版は
2009 年に公表された第 6 版（BPM6）である 1）。
IMF は，2015 年に BPM6 の改訂を国際収支委










提示 4），③ BPM6 改訂の具体的な方法の決定 5）で
ある。これらの課題は未だ十分には克服されてい







こうした中，2019 年 10 月 30 日～ 11 月 1 日に
かけて開催された第 32 回 BOPCOM 会合では，
IMF が RA にリストアップされた諸課題を整理
し， 優 先 順 位 付 け を 行 う こ と を 目 的 と し た
Backbone Strategy for Updating BPM6（IMF
（2019c））を提示した。一方，BPM に比べて検討
が遅れていた SNA サイドは，BOPCOM 会合と




ためには次期 SNA と次期 BPM の改訂プロセス
や公表時期も統一する必要がある。このため，
BPM6 の改訂プロジェクトも SNA 側に歩みを合
わせる形で進捗等を改善しなければならない。
本稿では，2019 年 3 月以降に見られた BPM6
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ネットの地域配分」に関する 2 つの clarification 
notes が IMF の website で公表された（clarifi-
cation note 9 および 10）。概要は図表 1の通り。
（2）10 論点についての方向性の決定









2-2. BPM6 改 訂 の 中 枢 と な る 戦 略（a back-
bone strategy）の提示




















2019 年秋以降，2008 SNA 改訂の動きが急速に






















具体化している。2019 年の BOPCOM 会合では，
SNA を所管する ISWGNA 12）およびその支援機関
である AEG 13）のメンバーである Eurostat から
SNA 側 の 検 討 状 況 が 報 告 さ れ た（Eurostat
（2019））。また，BOPCOM 会合とほぼ平行して
AEG を中心に 2008 SNA 改訂の具体的な改訂方
法，スケジュールが固められた。これらは，2020














2019 年 10 月 1 日～ 3 日に開催された AEG の
会合において，2008 SNA 改訂の具体的な方式，
スケジュールについて以下の合意が得られた。（本
図表 2　2019 年 BOPCOM 会合での合意事項
論点 論点の類型 対応の方向性















5 出資金に係る収益の取り扱い B Clarification	note を作成し，公表する。
6 非上場企業への直接投資に関する「負の自己資本（債務超過）」の取り扱い B Clarification	note を作成し，公表する。
7 保険サービス：CIF・FOB	調整	11） B 継続審議。






























































・マクロ経済統計間の整合性を確保することは重要。そのため，BPM6 改訂と 2008	SNA 改訂の戦略が調和し
ている必要がある。
・SNA改訂において論点となる事項の多くは，ESS にも大きな影響を及ぼす可能性がある








③ GNs の提案は，SNA 改訂に関する所定の手
順 16）に基づいて検討・承認される。


















ルが固まりつつあり，ESS 側も SNA サイドとの
























図表 5　2008 SNA 改訂スケジュール
タイムフレーム 主要な対応事項
2020 年 2008	SNA 改訂に着手GNs ドラフトの公表
2021 年 GNs で提案された改訂のUNSC への報告および承認
2021 ～ 2025 年 2008	SNA の改訂版の作成









2015 年に IMF が提示したスケジュールでは，
2016 年～ 2017 年に論点を洗い出したうえで，
2020 年までに検討を終える予定であった。その
間，2017 ～ 2018 年 に AO を 作 成 し て 公 表 し，




れ て い た（IMF（2015）， 武 田・ 後 藤（2020a）
pp.3~4）。






































しているほか，SNA と ESS で共通する論点も数







































統計局が事務局を担う。設立は 1992 年。2019 年までに
32 回の会合を開催。













6）2016 年の BOPCOM 会合では，IMF から BPM6 改訂
プロジェクトにおいて検討すべき論点を整理したリスト
と し て Research Agenda for External Sector Statis-
tics（RA）が提示された。2020 年 2 月現在，RA はオー
プンであり，論点の追加・変更等が続いている。その結
果，当初 58 だった論点は，2019 年の BOPCOM 会合が
終了した昨年 11 月初めの時点では 74 にまで増えている。
RA の論点の中には，より詳細な検討項目を伴っている
ものもあり，実質的な論点はさらに多い。





pretation），④変更（change to the framework）の 4
つのカテゴリーに分けて扱いを規定している（BPM6 
paragraphs 1.38 ～ 1.41。詳しくは，武田・後藤（2020a）

















は，輸出は FOB ベースながら，輸入は CIF ベース（貨
物代金のほか，仕向地までの運送料，保険料を含む）で
ある。このため，輸入を FOB ベースに直すため，各国
とも一定の調整を行っている。なお，FOB は，Free on 
Board，CIF は，Cost, Insurance and Freight の 略 で
ある。
12）ISWGNA は，Intersecretariat Working Group on 




の SNA 専門家。議長はメンバーが輪番で務め，2019 年
の BOPCOM 会合時点の議長は Eurostat であった。
13）AEG（Advisory Expert Group on National Ac-







サ テ ラ イ ト 勘 定 に 関 す る 詳 細 は， 内 閣 府 の website
（https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/sonota/satellite/
satellite_top.html）を参照。





















I S W G N A
（AEGが支援）

























I S W G N A
（AEGが支援）






















＊ SNA News and Notes は，ISWGNA が半期ベースでリ
リ ー ス す る 公 表 物。 詳 細 は， 以 下 の URL を 参 照：
https://unstats.un.org/unsd/nationalaccount/
snanews.asp。






題―IMF マニュアル第 6 版改訂に際して―」，成城大学
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